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■
記
念
行
事
に
、
自
,ら
が
、条n析
患

者
で
ポ
ラ
ン
テ
イ
ア
を
し
て
い
る
、

フ
ィ
リ
ピ
,ノ
出
身
の
若
い
か
わ
い

い
方
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

江
頭
会
長
が
、
「僕
の
故
郷
は
長

崎
県
の
田
平
町
よ
。 
僕
が
田
平
に

帰
っ
た
ら
、
送
、迎
し
て
ね
」
と
い

っ
た
,ら
間
一髪
を
い
れ
、す
、
「い
や
ー・ 

遠
す
ぎ
る
」
と
。 
良
<
聞
い
て
み

る
と
、
彼
女
の
日一那
さ
ん
が
、
田

平
町
で
仕
事
を
し
て
い
て
、
毎
朝

■
祝
賀
会
の
ゲ
ー
ム
で
、
原
鶴
温

泉
の
ぺ
ア
I
宿
泊
券
の
じ
や
ん
け

ん
ゲ
ー
ム
が
あ
り
, 江
頭
会
長
が

決
勝
ま
で
残
り
ま
し
た
が
、
決
勝

で
敗
退
、
残
念
! 

■
「挨
拶
を
」
と
聞
い
て
出
席
し
た

江
頭
会
長
。 会
場
で
突
然
「そ
れ
で

は
江
頭
会
長
に
講
演
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
」
と
司
会
者
。 事
前
の
打
合

せ
で
は
、
祝
賀
の
挨
拶
だ
け
、
と
聞

い
て
い
た
江
頭
会
長
は
、
び
っ<
り
!
 

四
時
半
に

起
き
な
い

と
い
け
な

い
の
で
、

苦
労
し
て

・い
る
と
の

こ
と
。 
な

る
ほ
ど
。 

納
得
。 

■
「原
鶴
、日e泉
に
か
げ
ろ
う
異
常

発
生
」
と
, 
テ
レ
ビ
の
二
ュ
ー
ス

で
見
た
山
田
副
会
長
。 
都
会
育
ち

で
も
な
い
の
に
、
大
の
虫
嫌
い
。 

当
日
は
風
も
あ
り
好
天
に
恵
ま
れ
, 

虫
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
帰
っ
て
か
ら
旅
館
の

口
ビ
ー
で
、
か
げ
ろ
う
が
 - 匹
、

山
田
副
会
長
の
神
口
に
留
ま
り
ま

し
た
。 と
た
ん
に
、
絶
叫
- 「虫
1・ 

助

け

て

-

-

」

と

。

・

「山
田
副
会
長
を
殺
す
に
は
刃
物

鵜
飼
見
物
。 
山
田
副
会
長
、
鵜
飼
の

写
真
を
撮
っ
て
い
た
が
, 鵜
の
側
の

照
明
が
強
く
、
写
真
が
逆
光
で
写
り

ま
せ
ん
で
し
た
。 
そ
こ
で 一 言
「こ

り
や
新
聞
記
事
に
な
,り
ん
」
と
。 
鵜

飼
見
物
の
時
ま
で
、
新
聞
記
事
の
こ

と
を
考
え
て
い
る
と
は
?
 

■
旅
館
で
富
崎
会
長
と
江
頭
会
長

が
雑
談
し
て
い
ま
し
た
。 
「小
城

中
の
校
長
先
生
は
、
僕
の
大
学
の

先
輩
だ
が
」
と
江
頭
会
長
。 
富
崎

会
長
、
「あ
あ
、 
〇
〇
先
生
な
,ら

知
っ
と
る
よ
」
と
早
速
〇
〇
先
生

に
電
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。 
お

陰
で
、
江
頭
会
長
は
四
十
年
ぶ
り

に
、
先
輩
の
声
を
聞
<
こ
と
が
で

き
感
激
し
て
い
ま
し
た
。 奇
遇
な

こ
と
が
あ
る
も
ん
だ
。 

は
い
ら
ん
。 

虫
の 一 匹

い
れ
ば
い

い
」
弱
点

を
見
っ
け

た
'ソ
ツ
ー
・ 

■
小
倉
事
業
所
の
梶
原
、
寄
友
両

氏
が
送
っ
た
祝
電
は
ミ
ッ
キ
ー
マ

ウ
ス
の
ぬ
い
ぐ
る
み
に
入
っ
て
い

た
そ
う
で
、
佐
腎
協
の
早
田
会
長

は
毎
晩
そ
の
ぬ
い
・ぐ
る
み
を
抱
い

て
寝
て
い
る
そ
,っ
で
す
。 

私とボランテイア 八幡事業所 田 村典男
昭和40年代現在の世相と異なり景気上昇の時代企業はレ
クレーション指導養成を積極的に導入していた。 当時会社
より派遣されレクレ・一ション講座の中級まで勉強させても
らった。 そしてレクレ、ーションリ ーダー として活動、それ
から子供の成長とともに子供会、学校、町内会、公民館、
スポーツ少年団等のレクレ、ーション企画 ・実行、それとあ
る団体の祭の実態調査と、 レク活動の分野でボランティア
活動に専念した。
遊ぶことが大好きな私だから、近年まで活動していたが、
病人としては自覚不足で透析が始まった。 こういう体では
あるけれど「さわやか」に登録した。 同病の憐れみの精神
ではなく、テストケースとして体が許す簡単なことから始. l  

めた。 ボランティアは、 レク活動が私の性に合っていると
思うことから、病棟やべッドで楽しめるレク活動を始めた
い造また学生時代いつの日かやってみたいと図書司書の資
格を取ったが、靑春時代のあの時の思いの形を変えて病院
l内.に図書室を作ってみたい。 いつの日か実現できればいい
-い透1x。-

ハートある活動に感謝
難病連 木村喜三惠

「こんにちは、お変わりないですか。 今週の通院
日のお電話がないままでしたが、いかがしました
か」 と小倉事業所の方からと送迎ボランティアの
両方から気くばりの行き届いたお知らせのお電話
をしていただき、感謝の言葉も言いつくせない気
持ちでいっぱいです。 先月までは月に二度の通院
だったのが、月に一度になっ.てちょうど二週目.に
お電話をいただきました。 - l:
それから乗り降りや腰の位置と色々 と心くばり
はもちろん家の愚痴の聞き役のみならず、心安ら
ぐアドバイスに頭が下がります。 「さわやか」l の
モットーである、 '｠"ハー トあ,る活動〟といわれて
いるとおり、今後の全国、へ発展する期待と、 日頃


